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団 体 名 
里山倶楽部緑台 

団体の所在地 神戸市西区 代表者名 川井郁司 

 

１、事業名 
里山整備実践活動を通して環境・省エネ情報を提供、地域住民の環境意識変革

を目指す。 

2.実施期間 平成 2１年 4 月～平成 22 年 3 月 

3.主な実施場所 神戸総合運動公園内（神戸市須磨区緑台） 

4.活動形態 普及活動  実践活動  調査活動 

5.活動内容･結果 
（参加者、階層・人

数等） 

 

 

・整備による明るい森林となった部分には、低木群生地として残したコバノミツバツ

ツジ、椿が人々の目を楽しませている。 

・発足当時 6 名のメンバーが現在は 14名（環境カウンセラー4 名、地球温暖化防止

活動推進員登録者 10 名他）に増加している。 

・柿渋染、一閑張り、草木染め、竹細工で自然素材の良さや伝統文化の技術習得 

・自然観察会、山池調査会、昆虫調査会等で、幅広く自然を学ぶ事に努めた。 

・活動地を環境体験学習（神の谷、花谷、井吹西小学校 3 年生 356 名）のフィール

ドとして提供、メンバーはグリーン・サポーターとして協力した。 

・活動実施回数 40 回、延参加メンバー293 名、メンバー外交流者数延 1,102 名 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

・須磨 FRS ネットを通して、区内グループとのネットワークができつつある。 

・竹籠作り・草木染めなど参加希望者が多く、全員を受け入れる事は難しい。 

・環境体験学習で子供たちは池の生き物や食べられる木の実に特に関心を持った

様子。我々のフィールドでは受け入れ人数に限りがあり、調整機関が必要と思う。 

・花のフェスタで県立大学学生 80 名参加協力。里山体験、草木染体験にエコマネ

ーを採用した。草木染めは場所が離れていて参加者が少なかったのが残念。 

・山池はアクセスの悪さや希少動物の存在から一般公開するのが難しい。 

・昆虫調査により分かった事は昆虫が何故か少ない事。山本氏の指導を受け、カ

ブトムシを育てる事になったが、夜間照明などで昆虫が減る事もあるようだ。 

 

7.成果物 ・里山倶楽部緑台たより（Vol.6, Vol.7, Vol.8） 

・工作物（草木染め、一閑張り、竹利用の正月飾り ） 

・活動パネル 

8.活動写真・説明  

   

環境体験学習の指導（間伐）               森林整備 

 


